
伊那谷地名研究会発足 20 周年 
令和の時代につなぐ記念大会 

記 念 講 演 

民俗信仰と地名研究の 
よもやま話 

 
講師 日本地名研究所所長 金田久璋 先生 

 

日時 令和 2 年 11 月 22 日（日）午後 1 時 30 分 
会場 飯田文化会館 人形劇場   受付 午後１時 
主催 伊那谷地名研究会  
後援 飯田市教育委員会 

次第 

総合司会 中島正韶（伊那谷地名研究会事務局長） 

 １．開会のことば       伊那谷地名研究会 運営委員 下平 隆司      １：３０ 
 ２．主催者あいさつ      伊那谷地名研究会 会  長   原  董 
 ３．活動の経緯        伊那谷地名研究会 副会長   岡田 正彦 
 ４．来賓祝辞 金田 久璋 氏 日本地名研究所 所長 
        代田 昭久 氏 飯田市教育長 
        関谷 邦彦 氏 南信州新聞社 社長 
        原田  望 氏 伊那史学会 主幹             ２：００ 

 ５．記念講演  
講師 金田 久璋 先生   日本地名研究所 所長 
演題 民俗信仰と地名研究のよもやま話 要旨（裏面）               ３：００ 

休     憩 

      質問・感想、意見交換の研究会 
６．意見発表 地名研究への希望 伊那谷地名研究会 会員 中島 博文 

 ７．令和の時代にむけて    会長 原  董 
  ８．閉会のことば        伊那谷地名研究会 運営委員 清水 迪夫      ３：３５ 

 
一般参加可 事前申込必要なし  

マスク着用など感染防御に協力ください 感染状況により中止・延期あります 

      



民俗信仰と地名研究のよもやま話 
講演の要旨 

金田 久璋 
 
ご生前に一度、日本地名研究所初代所長の谷川健一先生から、「お前は地名研究をしないから、

もっと関心をもつように」とお叱りを受けたことがある。もちろん、微力なりに取り組んでいた
ので一応反論はしたが、一介の民俗学の研究者として地名はあくまでも斯学の補助資料と考えて
おり、先生の貴重なご意見はそれなりに重く受け止めてきた。 
 

 二十代の半ばから約五十年間、地道に居住地の若狭地方を中心に、主に年中行事と祭礼、民俗
信仰、中でも「森神信仰」と「薬師神」「餅なし正月」の調査、研究に取り組んできた。今では全
国を視野に入れて探訪の旅を続けている。とりわけ、民俗信仰に関連する小地名(小字・通称)に
は関心を深め、特に越前地方でアイノコト・アイバマツリなどと呼ばれる田の神祭りに関連する
地名の調査から多くの成果を上げることが出来たものと考えている。 
 
 柳田国男が奥能登の田の神祭りの「アエノコト」を、神々を供応し供養する神事、すなわち民
間新嘗の「饗の事」であるとし、それがこれまで動かしがたい通説とされてきた。       
ところが当地には古文書も田の神祭りの関連地名もなく、柳田説を鵜呑みにしてきたきらいが 

あり、近年若手の研究者京都大学の菊地暁氏からのラジカルな批判も提起されている「たった一 
例しかない『アエノコト』の名称で、奥能登に伝承さけるこの行事の名称を代表させ、加えて膨
大な読書から得た古語の知識を挿入させることによって、『アエ＝饗』の『コト＝事』という儀
礼像を創出しているのである。この操作は、調査資料とは無縁の次元で遂行される。柳田のアエ
ノコトへの期待に、多分に直接的な思い込みがあったことを認めないわけにはいかないだろう」
（『柳田国男と民俗学の近代』吉川弘文館)と批判したが、「調査資料とは無縁の思い込み」をし
ているのはむしろ氏の方であった、奥能登だけ限定してアエノコトを理解する頭でっかちな空理
空論にほかならない(拙稿『アエノコトとアイノコトを巡る言説批判』(第 69 回日本民俗学会研
究発表)。 
 つまり、周辺や近県にまで事例を求めれば、なお且つ事例や小詞を参考にすれば、アエノコト
(アイノコト)が「饗の事」以外には考えられないことが自明なのである。越前国二宮の剣神社文
書にも二点明確に「饗之事神田」の文字がある。谷川先生が説かれるように「地名」「神社」「民
俗語彙」を参照すれば、日本の歴史や民俗文化は繙くことが可能である。地名研究の意義はここ
にあると言っても過言ではない。 
 
 伊那地方へはこれまで数回、雪祭りやシシウチ、森神の調査で訪れているが、全国屈指の地名
研究の会活動を展開しておられる、当会の令和二年度総会において紀年講演をさせていただくこ
とは大変光栄であり、探訪の楽しみでもある。主に「信仰地名」について話させていただくが、
地道な日ごろの活動への敬意をこめて、逆に皆さまへの質問もしたい。 
 
 柳田家とわたしとのささやかな縁故についても枕で少しご紹介したいと考えている。 
目下蔓延中の新型コロナウイルスと人類との戦いはまったく先が見えないが、何とか終息した

あかつきには、肩をたたき合って皆さんと交流したいものである。切にご自愛のほどを。 
 

註：この一文は、『伊那谷地名研究会通信』第８６号（令和 2 年 10 月 30 日発行）にお寄せ頂いた「講演の 
要旨」をここに転載したものであります。なお、行替え、及び一行空けなどは事務局の改編です。 

お問合せ：事務局（中島正韶） ０２６５（２４）０１３５ 


